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福島中央ロータリークラブ会報 

2025-26年度会長  鈴木 努 会長あいさつ 
 本日は全国的に12月24日、クリスマスイブを迎

えました。 ご家族でパーティーをされる会員、静か

に過ごされる会員、それぞれかと思いますが、楽し

く良い日になりますようお祈りいたします。 

 以前の会長挨拶で「一年を三ヵ月ごと、四期に分

けて活動します」とお話しさせていただきました

が、皆様覚えていらっしゃいますでしょうか。おか

げさまで二期目を終えることができそうです。理事

会では会長としての夢を語らせていただきました

が、10月から12月にかけての数々の活動、そして

各委員会の活動により、その夢が実現できているように感じています。

本当に皆様に感謝申し上げます。 

 この三ヵ月、当クラブも進化してきたと思います。まずオープン例会で

は、会員増強委員会を中心に、委員会以外の会員の皆様にもご尽力いた

だきまして、会員増強が実現できそうです。また、福島の次世代を担う子

どもたちに喜んでもらえる活動も実施してきました。これらについても今

後、継続していきたいと考えております。 

 「継続は力なり」と申しますが、今後も内容は変われど、同じ想いを理事

会とも相談しながら繰り返し提案させていただくつもりですので、ご協

力よろしくお願いいたします。 

 今日は相良ガバナー補佐をお迎えしての訪問例会となります。なぜか

当クラブには5回の訪問予定となっております。次は4月か5月で現在検

討中です。分区では通常4回のガバナー補佐訪問ですが、これは当クラブ

の将来に対する期待感の表れであると、個人的に推察しております。今

後ともご指導よろしくお願い申し上げます。相良ガバナー補佐が最初に

おっしゃった「福島中央ロータリークラブの会員の平均年齢は69歳です」

という言葉が今も印象に残っています。これまで、そして今も当クラブを

支えてくださっている会員の皆様には心より感謝申し上げます。 先ほど

も少しお話しさせていただきましたが、会員の皆様のご協力とご努力に

より、まもなく平均年齢が下がります。ご心配をおかけいたしました。 

 さて、今年も米山記念奨学生のカウンセラーを決めなければならない

時期となりました。1月23日までに決定する必要があります。奨学生の

カウンセラーを引き受けてみたいという会員の方は、私までご連絡をお

願いいたします。国際奉仕にもつながりますので、ぜひ積極的に取り組

んでみてください。 

 本日は、私と同年齢76歳の菅谷会員のスピーチです。自由スピーチと

なっていますが、ロータリー生活での思い出話、または今後のクラブに対

してエールを送っていただけたら幸いです。 また、本日は同席いただい

ております岩見、三宅両分区幹事には、いつも大変お世話になりありが

とうございます。今期は会長・幹事合わせて「150歳コンビ」で活動して

おりますので、年齢をご配慮のうえ、今後ともご対応をよろしくお願いい

たします。 

 今日は勉強になり、また楽しい例会となることを期待しまして、会長の

挨拶とさせていただきます。 心も体もエンジョイロータリーしましょう。 

2025年12月24日(水) 
第20回（通算1647回） エフズサンパレス  

「会員スピーチ 菅谷 敏会員 

/ガバナー補佐訪問例会 」  
◆開会点鐘  鈴木 努会長 

◆ロータリーソング「日も風も星も」   

ソングリーダー 亀岡 政雄会員 

◆お客様並びに来訪ロータリアンの紹介 

・国際ロータリー第 2530地区2025-26年度   

相良 元章 県北第一分区ガバナー補佐 

三宅 一秀 県北第一分区分区幹事 

岩見 孝之 県北第一分区分区幹事 

◆RLIパートⅢ終了証授与         

◆会長あいさつ  鈴木 努会長 

◆ロータリー用語の解説  

山田 稔クラブ研修委員長      

◆会員スピーチ  菅谷 敏会員 

◆お食事をどうぞ 

◆幹事報告  菅野 幸一幹事 

◆各委員会報告 

・指名委員会からの報告  平井 義郎PG 

・２月のプログラム紹介         

プログラム委員会  宍戸 宏行委員長 

・ニコニコＢＯＸ委員会報告       

ニコニコBOX委員会 川瀬 哲雄委員長 

・Ｒ財団・米山委員会より        

Ｒ財団・米山委員会 渡邊 英世委員長 

◆ガバナー補佐スピーチ 

 国際ロータリー第 2530地区2025-26年度   

相良 元章 県北第一分区ガバナー補佐 

◆閉会点鐘  鈴木 努会長 

例会次第 
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本日の出席率 
会員数      40名 

出席者総数    25名 

 

 出席率    62.5％ 



 

 

 こんにちは、菅谷です。改めて自己紹介します。昭和24年

生まれ、北町で歯科医をしています。母は新宿、百人町で開

業しておりましたが、空襲が激しくなってきた折、縁あって、

浪江町津島の今野朗会員の実家に疎開、間借り開業したと

聞いています。10年ほどお世話になったのではないかと思

います。そういうわけで、３ヵ月違いの亡き昇悦君や朗君と

は幼友達です。よく田んぼなどの空き地で野球をしたり、川

遊びをしたことが良き想い出になっています。私は、卒業後

3年の勤務医生活を経て、昭和52年に舟場町、三井生命ビ

ルにて開業、平成元年に北町の現在地に移りました。すがや

歯科開業48年、歯科医になって50年を超え、いつ退こうか

なぁと思案中です。趣味はというと、草野球を70才過ぎまで

していました。また津島時代は渓流釣りが好きで、飯館や葛

尾の方まで足を延ばしました。 

 さて、ロータリーとの関わりですが、1990年10月に入会

しましたので、まる35年過ぎました。この間あまり出席でき

ず皆様にご迷惑をおかけして大変申し訳なく思っています。

ロータリーの想い出としては、少年サッカー大会の立ち上げ

に、少しだけ 関与できたことです。三宅俊達第3年度会長か

ら、子供たちの育成にロータリーとして何かできないかと振

られた折、息子が誠友スポ少でサッカーをしていて、当時の

監督さんに相談したところ、県大会の予選ではあるが出場

チームを決める県北大会の冠は決まっていないということを

お聞きして、さっそく会長にその旨をお話したら、すぐGOサ

インをいただきました。この誠友スポ少の監督さんは県北

サッカー協会の役員もされていたのでスムーズに話が進み、

晴れて、”福島中央ロータリークラブ杯少年サッカー大会”が

誕生しました。今年で33回をかぞえ、とても感慨深いです。 

 さて、せっかくですから、歯科の話もしたいと思います。

8020（はちまるにーまる）ってご存知ですか？「80才に

なっても20本の歯を残そう」という運動を厚生労働省と日

本歯科医師会が36年前に始めた運動です。初めの頃は

8020達成者が10%もいなかったのですが、2005年に

24％、2016年には51.2％と二人に一人は20本の歯が

残っているようになりました。そして、昨年は61.5%まで伸

びていますが、さて皆さんのお口は如何ですか？ 

 親知らずは基本、数に入れないので、28本中20本残った

ということですが、見方を変えれば8本も失っているわけで

す。例えば自分の歯が前歯上下4本ずつ無くなっていたとし

たら、かなり、ごっそり抜けているなぁという感じだと思いま

す。 

 歯を失う2大要因は歯周病と虫歯です。歯周病が37.1％、

虫歯が29.2％、他に歯の破折17.8%と続きますが、虫歯が

ひどくなって歯を失うより、歯周病が原因で歯がなくなって

しまうことのほうが上回っています。歯周病は、歯を支える

骨や歯ぐきが壊れていく病気です。初期には歯ぐきの腫れや

出血、口臭などの症状が現れ、放置すると徐々に進行して歯

がグラグラし、最終的には歯を失ってしまいます。近年、歯周

病菌は口腔以外の様々な組織からも検出されて、歯周病が

糖尿病や心疾患、認知症などの病気に関係することがわかっ

てきました。ぜひ、かかりつけの歯科医院での定期的なプロ

フェッショナルケア、歯周メンテナンスをおすすめします。 

会員スピーチ 

  菅谷 敏会員 

菅谷会員のスピーチに聞き入る出席者 
＊人生100年時代に向け、 

健康を維持し、 

豊かな老後を迎えましょう！ 



 

 



 

 



 

 



 

 

1) 次 回 の 例 会 は、来 年1月5日 ( 月 )12：30～

ウェディング エルティにて「福島市内ロータ

リークラブ新年合同例会」です。新春を市内の

ロータリアンとお祝いしましょう。 

2) 次のクラブの例会は、1月21日(水)の夜間例

会となります。7日、14日は休会ですのでお間

違えのないようよろしくお願いいたします。 

3) 同1月21日(水)17：00～エフズサンパレスに

て1月度定例理事会を開催いたします。理事役

員の方は、よろしくお願い申し上げます。 

菅野 幸一幹事 

幹事報告 

ＲＬＩパートⅢ終了証授与  

鈴木 努会長 

丹野 良一会員 

 

〇2月4日(水) 12：30 エフズサンパレス 

 会員スピーチ（佐々木 臣樹会員・川瀬 哲雄会員） 

〇2月11日(水) 建国記念日休会 

〇2月18日(水) 18：30 福島グリーンパレス 

 福島西RC合同夜間例会 

〇2月25日(水) 12：30～ エフズサンパレス 

 新会員スピーチ（安藤 智美会員/古谷 一位会員） 

●2月18日(水) 16：00～ 佐平ビル9階会議室 

  2月度定例理事会 

 

宍戸 宏行委員長 

会員皆様のご承認をいただき、2027-28年度会

長候補者、（2025-26年度）会長ノミニーに指名され

ました石橋真一です。指名委員会をはじめ、会員の皆

様からこのような大役を拝命することとなり、身に余る

光栄です。不安な気持ちが大きいですが、私なりに勉

強し努力して参りますので、お力添えを賜りますようお

願いいたします。会員皆様と一体感をもって「One 

Team」で取り組みたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。 

会長ノミニーあいさつ 

石橋 真一会員  

指名委員会からの報告 



 

 

淺野 紘太会員 

安藤 正道会員 

石橋 真一会員 

植木 博隆会員 

梅津 寿光会員 

亀岡 政雄会員 

川瀬 哲雄会員 

菅野 幸一幹事 

今野 朗会員 

斎藤 高紀会員 

坂本 和司会員 

佐藤 和子会員 

佐藤 元彦会員 

宍戸 宏行会員 

菅谷 敏会員 

鈴木 努会長 

丹野 良一会員 

芳賀 裕PG 

平井 義郎PG 

箭内 一典会員 

山田 稔会員 

渡部九二五郎会員 

渡邊 英世会員 

 

川瀬 哲雄委員長 

  目標 150万円 

本日の投入額  23件  31,000円   

  累   計   762,682円 

■鈴木 努会長 

 相良ガバナー補佐、岩見 三宅両分区幹事 

 ご来訪ありがとうございます。 

■斎藤 高紀会員 

 ①23日の臨時株主総会で経営統合が決議されました。 

 ②「PATAN」ノートというノベルティーを作りました。 

  活用していただければ。（BOXに配布） 

本日は、『RYLA（ライラ：Rotary Youth Leadership 

Awards）』について、その内容とロータリアンの関わり方に

ついてご説明いたします。 

 

先日の12月18日に皆様にメールでRYLA研修会の開催の

お知らせがありましたが、当地区でのRYLA研修会が3月14

日、15日に磐梯熱海のホテル華の湯にて開催されます。1日

目だけでも、どのようなことをするのか見に行かれると良い

と思います。 

 

RYLAとは、Rotary youth Leadership Awardsの略

でロータリー青少年指導者養成プログラムのことを指しま

す。 

RYLAは14歳から30歳位までの青少年を対象とした、指導

力を養うためのトレーニングプログラムです。 

 

2530地区では1泊で行われていますが、他の地区では2泊

また３泊で行われていることがあります。 

RYLAでは、次のような内容が実施されます： 

 

- リーダーシップに関する講義やワークショップ 

- グループディスカッションや体験活動 

- 他地区・他国の参加者との交流 

- 奉仕活動を通じたチームづくり などです。 

 

RYLAの魅力は、座学だけでなく、参加者が実際に体験しな

がら“行動するリーダー”として成長できる点にあります。 

 

では、私たちロータリアンはこのRYLAにどう関わるべきで

しょうか？ 

- 各クラブで候補者を推薦する(2～3名) 

- 実施当日の運営スタッフとして参加する（受付、進行補助など） 

- ロータリー精神や自身の経験を語る講師・助言者として関わる 

- 卒業生(学友)とのネットワークを維持し、次の活動につなげる 

 

また、RYLAを経験した若者がその後インターアクトやロー

ターアクト、さらには将来のロータリアンとなる可能性も高い

ため、クラブの“人材育成と未来投資”という観点からも、非

常に意義ある取り組みです。 

 

若者にとって人生の転機となるような機会を提供する——

それが、RYLAの真の価値であり、ロータリアンが果たすべき

重要な役割です。 

 

以上、RYLAの概要とロータリアンとしての関わり方につい

てのご説明でした。 

山田 稔クラブ研修委員長 

クラブ内研修用スピーチ（第16回） 

RYLAとは何か 〜内容とロータリアンの関わり 


